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定例部長会議開催結果  概要  

●日 時 令和 8 年 7 月 2 日（木） 午後 1 時 28 分から午後 2 時 55 分まで 

●場 所 ３Ａ会議室 

●出席者 

■は出席（代理出席は○） 

■ 市長 ■ 石原副市長 ■ 髙橋副市長 ■ 教育長 

■ 政策部長 ■ 総務部長 ■ 税務担当部長 ■ くらし安心部長 

■ 文化スポーツ

部長 

■ 福祉部長 ■ こども健康部長 ■ 環境産業部長 

■ はだの魅力づく

り担当部長 

■ 都市部長 ■ 建設部長 ■ 上下水道局長 

■ 教育部長 ■ 消防長     
 

進行：副市長 事務局：総合政策課長、総合政策課課長代理（政策調整担当）、担当 

陪席：秘書課長 

●会 議 

１ 市長あいさつ 
２ 協議事項 
 (1) 令和９年度県の施策・予算・制度等に関する要望について   ［総合政策課］ 
３ 報告事項 
 (1) 指定管理者の令和７年度事業報告について 
         ［行政経営課・公園課・文化振興課・スポーツ推進課・観光振興課］ 
 (2) 工事請負契約の締結について（令和８年度雨水枝線整備工事（平沢１工区）） 
                          ［契約検査課・下水道施設課］ 
 (3) 令和８年度６月期人事評価の結果について            ［人事課］ 
(4) 地下水モニタリング事業について                 ［環境共生課］ 
(5) 熱中症予防のために暑さをしのげる施設店舗の一元化に向けた取組について  

［健康づくり課］ 
 (6) 土地利用委員会調整部会の審議案件について         ［開発指導課］ 
４ その他 

●会議概要 

１ 市長あいさつ 

・６月に入り、３日には台風６号に伴う対応があり、先週金曜日の夜間には

山梨県で震度６弱の地震が発生した。秦野市でも震度４が観測され、施設所

管課などに、被害状況の確認をしていただいた。さらに先週末には、台風７

号と８号の接近に伴う災害対応があり、従事された職員の皆さんは、大変お

疲れ様でした。 

・幸いにも大きな被害は無かったとの報告を受けているが、梅雨時は、長雨

や集中豪雨で土砂災害が発生しやすい季節となり、また、都心南部直下地震

などの大地震の切迫性も指摘されているので、引き続き、日頃からの対策を

お願いしたい。 

・先月 23日に６月議会が閉会し、24日に二市組合議会も無事終了したが、提

案した全ての議案が可決され、報告案件なども全て承認された。新任の部長

も、これまでの経験に裏打ちされた万全な準備もあって、落ち着いて答弁を

されていた。 

・引き続き、自己研鑽に努め、より一層、力を発揮していただきたい。ま

た、一般質問や委員会を含め、議会で指摘された事項については、適切な対
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応をお願いする。 

・今月 30 日（木）に臨時議会を開催する方向で、現在、市議会と調整してい

る。案件は、執行部側が秦野駅北口の商業・業務系土地活用事業に係る「Ｊ

Ａはだのとの土地の交換」と「名水はだの富士見の湯に係る訴訟の和解」、

これらに伴う「補正予算」で、議会からは「特別市の法制化反対を求める意

見書の提出」が予定されている。 

・「まちづくり懇談会」については、昨年度まで「市政懇談会」として実施

していたが、今年度から名称を改め、７月 13 日の西地区を皮切りに、８月６

日の北地区まで、市内８地区で開催する。地区ごとに、それぞれ具体的なテ

ーマが挙げられると思うが、案件ごとに、これまでの経過と現在の状況をし

っかり整理した上で、将来も見据えながら、分かりやすく丁寧な説明ができ

るよう、準備をお願いする。出席者は、夜間の対応となるが、よろしくお願

いしたい。 

・今年度、人事課で視察研修の予算を確保し、各部局からの希望を取りまと

めた視察研修計画では、予算額に達していない状況である。先進自治体の取

組に限らず、民間企業も参加するまちづくりサミットや協働・連携事業な

ど、実際に現地に赴き、対話することで、秦野市が進めるまちづくりの大き

なヒントになるため、積極的に検討し、人事課に相談して欲しい。 

・４月１日異動から３か月が過ぎた。順調に仕事に馴染んで力を発揮してい

る職員には、さらに能力を発揮できるようアドバイスし、一方では、必ずし

も順調とはいえない職員には、適度な声掛けや目配りなどにより、職員の変

化をしっかり把握し、人材育成に取り組んでいただきたい。 

・適切な指導をするためには、自身に「心のゆとり」があることが大切であ

る。現在は、暑中休暇の取得期間でもあるため、できる限り連続した休暇を

取るなど、心身ともにリフレッシュすることが一番である。 

・これから暑さが本番を迎えるが、熱中症に注意するなど、体調には十分留

意し、オンとオフを上手く切り替えながら、仕事に臨んでもらいたい。 

 

２ 協議事項 

 (1) 令和９年度県の施策・予算・制度等に関する要望について 

                           ［総合政策課］ 

【説明】資料に基づいて説明 

 【意見・質疑】なし 

 

３ 報告事項 

(1) 指定管理者の令和７年度事業報告について 

    ［行政経営課・公園課・文化振興課・スポーツ推進課・観光振興課］ 

【説明】資料に基づいて説明 

 【意見・質疑】 

 意見．指定管理者の指定は、議案になるので、今一度内容を確認しておく

こと。 
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(2) 工事請負契約の締結について（令和８年度雨水枝線整備工事（平沢１

工区））                   ［契約検査課・下水道施設課］ 

【説明】資料に基づいて説明 

 【意見・質疑】なし 

(3) 令和８年度６月期人事評価の結果について       ［人事課］ 

【説明】資料に基づいて説明 

 【意見・質疑】 

  問．連続で減算対象となっている職員に対し、ヒアリングや再教育を行

っているのか。 

  答．所属長にフィードバックと教育を含めてお願いしている。人づくり

基本方針の中でも、「はぐくみ、だれもが働きやすく、のばす職場」

を基本理念としており、日頃のコミュニケーションも含めて教育して

いただきたいと考えているが、人事課としても所属長と連携し、再教

育等の対応を検討していきたい。 

意見．連続して減算となっている職員に対しては、人事部局が専門的に実

施することも検討してほしい。 

(4)  地下水モニタリング事業について        ［環境共生課］ 

【説明】資料に基づいて説明 

 【意見・質疑】 

  問．17 ページの深部帯水層について、過年度モデルでは一つであった

が、新たなモデルでは二つに分かれた理由は何か。 

  答．一昨年度のボーリング調査で渋沢丘陵側を調査した際、深部の地質

のデータに違いがあることがわかり、反映させた。 

  問．地質について、全体の内どの程度解明されているか。 

  答．全体の分母が未確定のため難しいが、８割程度解明できていると考

えている。基盤の形状がわからないと判断できないため、今後秦野断

層を探っていく。 

  問．残り２割の解明できていない点は何か。 

  答．東田原と上大槻の２地点のデータが無いため、その点を解明した

い。 

問．全体が解明された場合、地下水賦存量が変わる可能性はあるか。 

  答．現時点では、変わらないと考えている。次の計画改定時には、再

度、数字を精査する必要がある。 

(5)  熱中症予防のために暑さをしのげる施設店舗の一元化に向けた取組に

ついて                    ［健康づくり課］ 

【説明】資料に基づいて説明 

 【意見・質疑】 

問．クーリングスポットについて、地域的に場所を把握し、空白地域と

なっている場所はあるか。また、秦野駅には、マクドナルド等のお店

があるが、登録されているか。 

  答．駅内の店舗の登録は無い状況である。市民が気軽に立ち寄れる登録
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店舗の拡大が重要であると考えているため、裾野を広げられるよう手

法も含めて検討し、取組を進めていきたい。 

    また、マップについては整備していないが、各地区の商店街、郵便

局、スーパー、銀行等に協力していただいている。そのような施設が

無い場所は、空白地域となっている。 

  問．例えば散歩中、体調が悪くなった時に、携帯電話でホームページを

調べ、近くの施設がどこにあるか確認できると便利であると思うの

で、検討していただきたい。 

  答．ホームページにはマップは無いが、商店街にポスターを掲示してい

ただき、通行される方に認識していただくという運用をしている。 

(6) 土地利用委員会調整部会の審議案件について    ［開発指導課］ 

【説明】資料に基づいて説明 

 【意見・質疑】なし 

  

 


